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高等学校２年生 保健体育科学習指導案 

 

１ 単元名   「  健康を支える環境づくり  」   （ 医療サービスとその活用 ） 

 

２ 単元について 

  健康の保持増進には、個人の力だけだはなく、個人を取り巻く自然環境や社会の制度、活動などが深

く関わっている。したがって、全ての人が健康に生きていくためには、環境を整備しそれを活用する上

で、課題を発見し、その解決を目指した活用を通して、環境と健康、食品と健康、保健・医療制度及び

地域の保健・医療機関、様々な保健活動や社会的対策、健康に関する環境づくりと社会参加などについ

て、理解を深めるとともに、これらの課題の解決に向けて思考・判断・表現することができるようにす

る必要がある。 

  このため、本内容は、人間の生活や産業活動が自然環境を汚染し健康に影響を及ぼすことがあり、そ

れらを防ぐためには、汚染の防止及び改善の対策を取る必要があること、また、環境衛生活動は、学校

や地域の環境を健康に適したものとするよう基準が設定され、それに基づいて行われていること、食品

の安全性を確保するよう基準が設定され、それに基づいて行われていること、保健・医療制度や地域の

保健・医療機関を適切に利用することが重要であり、その活用に関わる方法を学ぶとともに、医薬品は

有効性や安全性が審査されており、正しく利用することが有効であること、我が国や世界では、健康課

題に対応して様々な保健活動や社会的対策が行われていること、健康に関する環境づくりが重要であ

り、積極的な社会参加が人々の健康につながること、適切な情報の活用が有効であることなどを中心と

して構成している。 

 

 

 

３ 単元の目標 

知識・技能 

 

健康を支える環境づくりについて、健康の保持増進に関する課題の解決に役立つ

環境、食品の保健、及び我が国の保健医療制度や機関の適切な活用のための基礎

的な事項及びそれらと生活とのかかわりを理解することができるようにする。 

 

 

思考力・判断

力・表現力等 

健康を支える環境づくりについて、社会生活における健康の保持増進に関わる課

題の解決を目指して、知識を活用した学習課題などにより、科学的に考え、判断

し、それらを表現できるようにする。 

 

 

学びに向かう

力・人間性 

健康を支える環境づくりについて、社会生活における健康の保持増進に関わる課

題について関心を持ち、学習活動に意欲的に取り組もうとすることができるよう

にする。 
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４ 生徒の実態と指導観 

 学校（学級）のあらゆる活動において、活発な生徒が多く、良好な友好関係にあり、互いに助け合うこ

とができる。稀に授業と関係のないことを行う生徒や保健に対して関心のない生徒も見られるが、グル

ープワークには積極的である。発問や問いかけ後に決まった生徒が発言しがちであり、私語が増えるの

が懸念されるため、ガヤガヤした空気感で集中力を切らさないように手を挙げて発言するよう指導して

いきたい。また授業で生徒が自らの健康の維持増進についての関心を高め、今後医療機関を利用する際

にどのように制度が適用されているのか自覚できるようにしていきたい。 

ロールプレイングを用いて生徒が自分ごととして考え議論し、課題意識を持って実際の生活に繋いでい

けるようにする。 

 

５ 単元及び学習活動に即した評価規準 

健康安全への知識・技能 健康安全についての思考力・判断力・

表現力等 

健康・安全について、主体的に学

習する態度 

1. 自他の健康を保持増進
するには、ヘルスプロモ
ーションの考え方に基
づいた、健康に関する環
境づくりが重要である
ことについて理解して
いる。 

2. 一人一人が健康に関心
をもち、健康を支える適
切な環境づくりに積極
的に参加していくこと
が必要であり、そのこと
が自分を含めた世界の
人々の健康の保持増進
につながることについ
て理解している。その
際、それらを実現するに
は、健康に関する適切な
情報を選択・収集して、
正しく分析・評価し、活
用・発信することが有効
であることについて触
れている。 

1. 健康を支える環境づくりにお
ける事象や情報などについて、
健康に関わる原則や概念を基
に整理したり、個人及び社会生
活と関連付けたりして、自他や
社会の課題をまとめている。 

2. 安全な社会生活について、安全
に関する原則や概念に着目し
て危険の予測やその回避の方
法を考えているとともに、それ
らを表現している。 

1．健康を支える環境づくりにつ
いて、現状をしり、課題解決に向
けて積極的に調べようとしてい
る。 

 

６ 指導と評価の計画 

時間 主な学習内容 知識 思・判・表 学び 
１ 大気汚染と健康    

２ 水質汚濁、土壌汚染と健康    
３ 環境と健康にかかわる対

策 
   

４ ごみの処理と上下水道の
整備 
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５ 食品の安全性    
６ 食品衛生にかかわる活動    
７ 保健サービスとその活用 

1.医療の供給 
2.医療保険の仕組み 
1.さまざまな医療機関 
2.かかりつけ医 
3.医療サービスの活用 

   
 
    

〇 

 

８ 医療サービスとその活用    
９ 医薬品の制度とその活用    
10 さまざまな保健活動や社

会的対策 
   

11 健康に関する環境づくり
と社会参加 

   

 

７ 本時の展開 

① 本時の目標 

●わが国における医療保険のしくみについて説明できる。 

●さまざまな医療機関の役割について説明できる。 

 

 

②展開 

段 学習活動【学習内容】 指導上の留意点 

導

入

８

分 

・挨拶・出欠確認 

・本時のめあてを確認する。 

 

１．【医療サービスについて知る。】 

 

 

 

 

 

 

・初めにワークシートを配る。 

 

 

・医療サービスについて説明する。 

・医療サービスとは医療機関に医療関係従事者

が提供する医療活動のことであることだと説明

する。 

・サービスとは無料、心遣い、気遣いと考えがち

であるが、医療サービスは有償であるというこ

とを伝える。 

展

開

３

５

分 

２．【自由診療と保険診療のしくみと違いを知

る。】 

 

 

 

 

 

・グループで話し合い。 

・自分の予想したものに挙手する。 

・いくつかの具体例を提示し、問いかけながら

自由診療と保険診療の線引きが曖昧であること

を説明する。 

・確実に抑えてほしいポイントはワークシート

に書かせる。 

 

 

 

・机間指導を行い、グループでの話し合いや個

発問１：美容整形の後遺症は保険診療に入るか考えよう 



4 

 

・選択肢→①入る②入らない③曖昧 

 

 

 

 

 

3．【献血について知る。】 

・血液は現在の技術では人工的に作れないこと

を知り、献血の重要性について知る。 

・支えられるだけでなく、私たち自身が医療を

支える側でもあることを確認する。 

 

 

４．【国民皆保険制度について知る。】 

・国民皆保険は日本が誇る社会保障（国家が国

民の生活を保障する制度）であることを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．【医療費控除について知る。】 

・年間の医療費が 10 万円を超えた場合に利用

できる所得控除で、基本的には確定申告書と医

療費控除の明細表を税務署に提出するだけと

いうことを知る。 

 

６．【かかりつけ医について知る。】 

・心身の不調を感じた際はまずはかかりつけ医

に相談すること、かかりつけ医は国策であるこ

と、かかりつけ医は地域や家庭の健康相談や管

理を担っているため、未病の改善に効果的とい

人の考えを深める。 

 

・つまずきを補助発問化したり、浅い知識には

揺さぶりをかけたりする。 

 

 

・人工血液の話を交え興味関心を誘い、献血の

大切さを説明する。 

・医療機関、医療従事者が私たちの健康を支え

てくれている一方で、献血等で私たち自身が医

療を支える側であることも伝える。 

 

 

・国民皆保険制度について説明する。 

・資料を黒板に貼る。 

・見えづらい生徒はワークシートにある資料①

を見るように促す。 

・日本ではすべての国民が公的医療保険に加入

することになっていること、公的医療保険とは、

国民皆保険や、企業の従事者などに向けた健康

保険、75 歳以上の人及び 65 歳～74 歳で一定の

障害の状態にある人に向けた後期高齢者医療制

度などがあることを説明する。 

・6 歳までは 2 割、7 歳～69 歳は 3 割、70 歳～

74 歳は２割、75 歳以上は１割、が自己負担とな

ることを表を用いて説明する。 

 

・言葉の意味が理解できていないとつまずくポ

イントになると考えられるため、取りこぼしの

ないように曖昧な知識や浅い知識、浅い理解に

は揺さぶりをかける補助発問等を行い、確実な

知識を培わせる。具体例を提示し、他人事ではな

く、身近な問題であることを伝える。 

 

 

 

 

 

予想される生徒の反応： 

入る、入らない、曖昧、どちらとも言えな

い、分からない 
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うことを知る。 

・かかりつけ医と大きな病院の連携について知

る。 

 

７．【医療サービスを活用する際に気を付ける

ことについて知る。】 

 

 

 

・個人で考える。 

・ワークシートに書き出す。 

・グループで考える。 

・グループの意見を発表する。 

 

 

８．【インフォームド・コンセント、セカンド・

オピニオンについて知る。】 

・７で学んだことを踏まえながら、言葉の意味

と実践的な活用方法を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

９．【医師にかかる１０箇条を知る。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中学校でも行った内容であることを伝える。 

・図を用いて説明する。（ワークシート資料②） 

・説明の最後にかかりつけ医の特徴を簡単にま

とめて伝え、ワークシートに記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループに一枚紙を配り、グループごとに意

見をまとめて紙に書かせる。 

・各グループの代表者一人が意見を発表する。 

 

・生徒の意見をふまえて、気を付けるべきこと

を伝える。 

 

・インフォームド・コンセントとは、「医療行為

を受ける前に、医師・看護師から医療行為につい

て、十分な説明を受け、それに対して患者は疑問

があれば解決し、内容について十分納得した上

で、その医療行為に同意すること」だと説明す

る。 

・セカンド・オピニオンとは、症状や治療法につ

いて、主治医以外の医師の意見を聞き、参考にす

ること」だと説明する。 

 

 

・ロールプレイング法を用いて医師にかかる１

０箇条を生徒に問いかけながら説明する。 

・生徒の意見に新しいものがあったら１０箇条

に加える。 

・ロールプレイングは今日の授業のまとめとし

て、学んできた知識の理解度をチェック（生徒へ

予想される生徒の反応： 

マスク、メモ、症状のメモ等 

発問２：医療機関を受診する際に気をつけたり、準備したりするものはどんなものがあるか

考えよう 
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の問いかけ等）しながら進める。 

 

♦安全な社会生活について、安全に関する原則

や概念に着目して危険の予測やその回避の方法

を考えているとともに、それらを表現している。

（思考・判断・表現） 

 

＜A 評価＞ 

安全な社会生活について、安全に関する原則や

概念に着目して危険の予測やその回避の方法を

考えているとともに、詳しく積極的にそれらを

表現している。 

 

＜C 評価＞ 

安全な社会生活について、安全に関する原則や

概念に着目して危険の予測やその回避の方法を

考えられず、それらを表現できない。 

 

＜努力を有する生徒への手立て＞ 

普段、医療機関を受診する際に気を付けている

ことを思い出せるような問いかけや興味・関心

のあると思われる例を多くだし、机上指導を積

極的に行う。 

ま

と

め

７

分 

・本時の授業内容を振り返る。 

 

 

・本時の授業の感想、本時の目標は達成できた

かをワークシートに書く。 

 

・挨拶 

・本時の授業内容を簡潔にまとめる。 

・本時の授業の全体の肯定的な評価や感想を伝

える。 

・生徒が書き終えたのを確認してからワークシ

ートを後ろから回させ、回収する。 

 

・次回の授業内容を簡単に説明し、予告してお

く。 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

  
本時の目標 

医療サービス（自由診療と保険診療の違いと

仕組み、献血)について 

国民皆保険について 
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９ 資料  

・ワークシート資料① 

 

 
 

デメリット 

    

             
本時の目標 

  

かかりつけ医について 

診療を受ける際に準備するもの 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 
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・ワークシート資料②かかりつけ医をもちましょう 

 

４．健康を支える環境づくり ワークシート           年   月   日 

 

０８医療サービスとその活用 

   年  組  名前             

 
＊必要だと思ったことは余白にメモを取りましょう。 
 
 
 
【医療サービス】 
 

・自由診療と保険診療の違いとしくみ 

→ポイント① 

→ポイント② 

 

 
  美容整形の後遺症は保険診療に入るか考えよう。 
 
→個人の考え 
                 
 
→グループの考え 
                 
 
→答え 
                 

 
 

 

https://kagoshima-zaitaku.jp/primary-care.html
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【医療保険制度】 
 

・国民皆保険について 
 

資料①国民皆保険制度     
 
 
 

 

 
メモ 
 
  
 
 
 
 
 

１ 

 

【かかりつけ医】 

 

資料②かかりつけ医のしくみ 

 

 
  診療を受ける際に準備するものは？ 
 

かかりつけ医の特徴 
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【感想】 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        


